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る（文部科学省 初等中等教育局 国際教育課 2013）という現代において１、「幼児期よ
り複数言語環境で育った子どもたちの学びを日本語教育の視点で考えることをテーマ」と
する（p.4）本書の果たす役割は大きい。 
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本書は以下の 3 つのステージの 18 回の授業案で構成されている。 
 
第１ステージ：子どもの直面する課題を考える。（第 1 回～第 6回） 
第２ステージ：子どもの言葉の学びと実践を考える（第 7回～第 12 回） 
第３ステージ：子どものライフコースを考える（第 13 回～第 18 回） 
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通参照枠』（Council of Europe 2001）で提唱される複言語・複文化主義（plurilingualism, 
pluriculturalism）がキーワードとなっている。 

















































































第 1 ステージから第 2 ステージへの流れは抜群であるものの、二点ほど内容的なズレを
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 2 ここで例として挙げた Cummins（1979）は本稿の筆者が選んで参考に挙げたものである。
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